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中
津
藩
医
前
野
良
沢
二
七
二
三
’
一
八
○
三
）
を
「
天
然

の
奇
士
」
と
称
し
た
の
は
杉
田
玄
白
、
「
元
来
異
人
」
「
和
蘭
人

の
化
物
」
と
呼
ん
だ
の
は
藩
王
奥
平
昌
鹿
公
で
あ
る
弓
蘭
学
事

始
」
）
。
確
か
に
名
が
薑
（
よ
み
す
）
、
字
が
子
悦
、
通
称
良
沢
で

号
は
楽
山
、
蘭
化
と
い
う
の
は
少
々
お
め
で
た
い
。
「
奇
を
好
む
」

良
沢
は
四
○
代
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
『
解
体
新
書
」
訳
述
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
解
体
新
書
」
公
刊
（
一
七
七

四
）
後
の
良
沢
は
、
杉
田
玄
白
ら
「
同
臭
」
の
人
々
と
疎
遠
に

な
り
、
語
学
、
天
文
学
、
物
理
学
、
兵
学
、
医
学
、
地
理
、
歴

史
学
等
、
多
方
面
の
蘭
書
の
訳
述
、
研
究
に
打
込
ん
だ
。
三
○

種
以
上
の
著
訳
書
の
大
半
は
オ
ラ
ン
ダ
語
と
ロ
シ
ア
関
係
で
、

医
学
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

「
天
然
の
奇
士
」
前
野
良
沢

鳥
井
裕
美
子

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部

そ
こ
で
今
回
は
、
良
沢
の
関
心
が
集
中
し
て
い
た
二
分
野
か

ら
幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
、
彼
の
仕
事
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に

す
る
。
ま
ず
ロ
シ
ア
だ
が
、
一
八
世
紀
中
葉
以
降
の
日
本
の
国

際
問
題
は
ロ
シ
ア
の
南
下
で
あ
っ
た
。
元
文
の
黒
船
事
件
（
一

七
三
九
）
、
そ
し
て
ベ
ニ
ョ
フ
ス
キ
ー
事
件
（
一
七
七
二
が
幕

府
と
識
者
を
刺
激
し
、
危
機
感
に
裏
付
け
さ
れ
た
ロ
シ
ア
研
究

が
さ
か
ん
に
な
る
。
前
野
良
沢
が
蘭
書
か
ら
訳
し
た
『
魯
西
亜

本
紀
」
二
七
九
三
）
は
ロ
シ
ア
史
の
先
駆
的
業
績
で
、
諸
書
に

引
用
さ
れ
、
幕
末
ま
で
参
考
に
さ
れ
た
。

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
良
沢
が
本
領
を
発
揮
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
語
研
究
で
、
単
語
と
漢
文
訓
読
法
を
結
合
さ
せ
る
翻
訳

法
（
蘭
化
亭
訳
文
式
）
や
文
字
、
発
音
等
の
考
察
は
、
門
人
大

槻
玄
沢
に
よ
り
世
に
広
ま
っ
た
。
「
蘭
化
亭
訳
文
式
」
に
し
ろ
、

オ
ラ
ン
ダ
語
発
音
の
知
識
に
し
ろ
、
元
々
は
長
崎
通
詞
が
習
得
、

蓄
積
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
杉
田
玄
白
ら
は
通
詞
を
蔑
視
し

た
が
、
良
沢
は
通
訶
に
敬
意
を
払
い
、
彼
ら
の
説
を
検
討
、
あ

る
程
度
整
理
、
体
系
化
し
た
。
良
沢
の
言
語
へ
の
執
着
・
探
求

心
が
表
れ
て
い
る
史
料
と
し
て
『
蘭
語
随
筆
」
「
仁
言
私
説
」
を

紹
介
す
る
。
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良
沢
に
は
未
知
な
る
も
の
に
果
敢
に
挑
む
勇
気
が
あ
り
、
蘭

学
を
「
終
身
の
業
と
な
し
」
、
「
漫
り
に
人
に
も
交
は
ら
ず
」
、

「
生
涯
一
日
の
ご
と
く
、
確
固
と
し
て
動
か
」
な
か
っ
た
（
引
用

は
『
蘭
学
事
始
」
）
・
長
崎
に
発
し
、
江
戸
か
ら
全
国
展
開
す
る

蘭
学
の
歴
史
の
中
で
、
「
天
然
の
奇
士
」
良
沢
の
は
た
し
た
役
割

の
大
き
さ
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
今
後
は
さ
ら

に
良
沢
の
語
学
力
や
思
想
を
検
証
し
て
正
当
に
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。


